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船舶事故調査報告書 

 

                              令和６年１月３１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 令和５年６月３０日 ０６時１０分ごろ 

発生場所 福井県越前町玉川漁港南南西方沖 

 越前岬灯台から真方位１７１°１.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°５７.８′ 東経１３５°５７.９′） 

事故の概要  漁船勢至
せ い し

丸は、たこ
．．

かご漁の操業中、転覆した。 

 勢至丸は、乗組員が死亡し、ウインチの脱落等を生じた。 

事故調査の経過  令和５年７月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 勢至丸、０.４トン 

 ＦＫ３－１２００６（漁船登録番号）、個人所有 

 ５.１５ｍ（Lr）×１.６０ｍ×０.６１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、３０kＷ（動力漁船登録票による）、不明 

 乗組員等に関する情報 船長 ７４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５０年２月１４日 

  免許証交付日 令和２年２月３日 

         （令和７年３月２９日まで有効） 

乗組員 ８０歳 

 死傷者等 死亡 １人（乗組員） 

 損傷 ウインチが脱落、船外機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、水温 約２３℃ 

 事故の経過  本船は、和船型の船外機船で、船長ほか１人が乗り組み、たこ
．．

かご

漁を行う目的で、令和５年６月３０日０４時５０分ごろ越前町越前漁

港を出航した。 

 船長及び乗組員は、玉川漁港南南西方沖において、３日前に仕掛け

たたこ
．．

かごを引き揚げた後、再度同じ場所付近にたこ
．．

かごを投入する

こととした。 

 船長は、船尾部で船外機を前進にして操船し、乗組員は、右舷船首

部から餌を入れたたこ
．．

かごを投入し、たこ
．．

かご索の末端に結ばれてい
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る浮きの付いた旗を投入後、たこ
．．

かご索が船外機のプロペラに絡まっ

た。 

 船長は、船外機を停止してチルトアップし、左舷船尾部から海上に

上半身を乗り出して、たこ
．．

かご索を包丁で切ろうとしたが切れずにい

たところ、乗組員がその様子を見ようと左舷船尾部に移動した際、船

体が左舷船尾側に傾斜して船内に波が打ち込み、本船は、０６時１０

分ごろ左舷船尾部から海中に没して転覆した。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 転覆直前の船長及び乗組員の体勢（再現） 

 

 船長及び乗組員は、船外に投げ出されて落水した後、本船から潮流

によって離されたので、本船に向かって泳いだところ、船長は本船に

たどり着いて船底に這
は

い上がることができたが、乗組員は本船から更

に離されていった。 

 船長の家族は、出航前に船長から遅くても０８時までには帰宅する

と聞いていたが、０８時３０分ごろになっても帰航せず、知人に陸上

から本船を捜してもらったが発見できなかったので、僚船船長に船を

出して捜してもらうよう依頼した。 

 僚船船長は、０９時ごろに出航し、１０時ごろ玉川漁港南南西方沖

において転覆した本船及び船底に上がっていた船長を発見した。 

 僚船船長は、船長を僚船に移乗させ、自身の家族に本事故の発生を

連絡するとともに玉川漁港に入航することとし、知人に同漁港に車を

手配するよう依頼した。 

 僚船船長の家族は、船長が所属する漁業協同組合に本事故の発生を

連絡し、１０時１５分ごろ同漁業協同組合の職員が海上保安庁に通報

した。 

 船長は、玉川漁港に入航後、僚船船長の別の知人が運転する車で診

療所に行って受診したが、異常は認められなかった。 

 乗組員は、海上保安庁及び僚船による捜索が行われたが、行方不明

となり、７月３日０７時０４分ごろ石川県かほく市の砂浜で釣り人に

より発見された。 

船外機 

船長 
乗組員 
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 乗組員は、医師により死因が短時間での溺水による窒息、死亡推定

日時が６月３０日０６時１５分ごろと検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 本船のたこ
．．

かご漁の仕掛けは、たこ
．．

かご索の中央部に約２０ｍ間隔

でたこ
．．

かご３５個とその両側におもりの石を取り付け、たこ
．．

かご索の

両端を浮きの付いた旗に結び付けて、たこ
．．

かごを海底に沈めておくも

のであった。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本船のたこ
．．

かご漁の仕掛け（イメージ） 

 

 本船の船尾部のブルワークは、甲板からの高さが約２０cm、海面か

らの高さが約４５cm であった。 

 船長の体重は約６２kg、乗組員の体重は約８５～９０kg であっ

た。 

 船長は、左舷船尾部から海上に上半身を乗り出していた際に乗組員

が左舷船尾部に移動したので、本船の重心が左舷船尾部に偏って傾斜

し、ブルワークを越える波が船内に打ち込んで転覆してしまったと本

事故後に思った。 

 船長及び乗組員は、いずれも救命胴衣を着用していなかった。 

 船長は、携帯電話を所持しておらず、乗組員は、発見された際、防

水型の携帯電話を身に着けていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、玉川漁港南南西方沖において、たこ
．．

かご漁の操業中、船外

機のプロペラにたこ
．．

かご索が絡まり、船長が船外機をチルトアップし

て左舷船尾部から海上に上半身を乗り出し同索を切ろうとしていた

際、乗組員が船首部から左舷船尾部に移動して本船の重心が左舷船尾

部に偏ったことから、船体が左舷船尾側に傾斜してブルワークを越え

る波が打ち込んで転覆したものと考えられる。 

たこ
．．

かご おもり 

たこ
．．

かご索 

旗 

おもり 

た
．
こ
．
かご索 

旗 

海面 

たこ
．．

かご索 
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 乗組員は、船長がたこ
．．

かご索を包丁で切ろうとしたが切れなかった

ことから、その様子を見ようと左舷船尾部に移動したものと考えられ

る。 

 乗組員の死因は、短時間での溺水による窒息であった。 

原因  本事故は、本船が、玉川漁港南南西方沖において、たこ
．．

かご漁の操

業中、船外機のプロペラにたこ
．．

かご索が絡まり、船長が船外機をチル

トアップして左舷船尾部から海上に上半身を乗り出し同索を切ろうと

していた際、乗組員が船首部から左舷船尾部に移動して本船の重心が

左舷船尾部に偏ったため、船体が左舷船尾側に傾斜してブルワークを

越える波が打ち込んで転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の乗船者は、船体のバランスを考慮して一定の場所に重

心が偏らないよう注意すること。 

 ・小型船舶の乗船者は、暴露甲板上においては救命胴衣を着用する

こと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越前漁港 

× 

玉川漁港 

福井県越前町 

越前岬灯台 

事故発生場所 

（令和５年６月３０日 

 ０６時１０分ごろ発生） 

 

福井県 

石川県 

乗組員発見場所 

（令和５年７月３日 

 ０７時０４分ごろ発見） 

 


